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(57)【要約】
【課題】　印刷すべきシートの枚数がステイプルの上限
枚数を超えた場合にまで、逆順印刷の実行のための時間
がかかることを防ぐ。
【解決手段】　入力され、記憶手段に記憶された複数ペ
ージの画像データに基づいて画像が印刷されたシートに
ステイプルを実行する場合に、入力された複数ページの
画像データを記憶手段に記憶している間に、印刷に使用
されるシートの枚数がステイプルを実行可能な枚数を超
えた場合に、複数ページの画像データが記憶手段に記憶
し終わるのを待たずに、画像データを記憶手段からペー
ジ順に読み出して印刷するよう制御する。
【選択図】　図１１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数ページの画像データを入力する入力手段と、
　前記入力手段によって入力された前記複数ページの画像データを記憶する記憶手段と、
　前記記憶手段に記憶された複数ページの画像データに基づいて画像が印刷されたシート
に対するステイプルの実行指示を受け付ける受付手段と、
　前記受付手段によって受け付けたステイプルの実行指示に従って前記シートにステイプ
ルを実行する場合に、前記複数のページの画像データを前記記憶手段に記憶し終わった後
、ページ順とは逆順に印刷する印刷手段と、
　前記記憶手段に記憶された画像データのページ数に基づいて、印刷に使用されるシート
の枚数を特定する特定手段と、
　前記受付手段によって受け付けたステイプルの実行指示に従って前記シートにステイプ
ルを実行するよう設定され、且つ、前記入力手段によって入力された複数ページの画像デ
ータを前記記憶手段に記憶している間に、前記特定手段によって特定されたシートの枚数
が前記ステイプルを実行可能な枚数を超えた場合に、前記複数ページの画像データが前記
記憶手段に記憶し終わるのを待たずに、前記画像データを前記記憶手段からページ順に読
み出して印刷するよう前記印刷手段を制御する制御手段とを有することを特徴とする印刷
装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記受付手段によって受け付けたステイプルの実行指示に従って前記
シートにステイプルを実行するよう設定され、且つ、前記入力手段によって入力された複
数ページの画像データを前記記憶手段に記憶している間に、前記特定手段によって特定さ
れたシートの枚数が前記ステイプルを実行可能な枚数を超えた場合に、前記受付手段によ
って受け付けたステイプルの実行指示に従ったステイプルを前記シートに対して実行せず
に、当該シートを排紙するよう制御することを特徴とする請求項１に記載の印刷装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記複数ページの画像データが前記記憶手段に記憶し終わるのを待た
ずに、前記画像データを前記記憶手段からページ順に読み出して印刷するよう前記印刷手
段を制御する場合に、画像データを前記記憶手段に記憶しつつ、前記記憶手段に記憶され
た複数ページの画像データをページ順に読み出して印刷を実行することを特徴とする請求
項１または２に記載の印刷装置。
【請求項４】
　前記受付手段は、前記記憶手段に記憶された複数ページの画像データに基づいて画像が
印刷されたシートに対するステイプルの実行指示及びステイプルの位置を受け付け、
　前記印刷手段は、前記受付手段によって受け付けたステイプルの位置が所定の位置であ
る場合に、前記複数のページの画像データを前記記憶手段に記憶し終わった後、前記ペー
ジ順とは逆順に印刷することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の印刷装
置。
【請求項５】
　前記特定手段は、前記記憶手段に記憶された画像データのページ数と、両面印刷の設定
に基づいて前記印刷に使用されるシートの枚数を特定することを特徴とする請求項１乃至
４のいずれか１項に記載の印刷装置。
【請求項６】
　前記特定手段は、前記記憶手段に記憶された画像データのページ数と、Ｎｉｎ１の設定
に基づいて前記印刷に使用されるシートの枚数を特定することを特徴とする請求項１乃至
４のいずれか１項に記載の印刷装置。
【請求項７】
　複数ページの画像データを入力する入力手段と、
　前記入力手段によって入力された前記複数ページの画像データを記憶する記憶手段と、
　前記記憶手段に記憶された複数ページの画像データに基づいて画像が印刷されたシート
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に対するパンチの実行指示を受け付ける受付手段と、
　前記受付手段によって受け付けたパンチの実行指示に従って前記シートにパンチを実行
する場合に、前記複数のページの画像データを前記記憶手段に記憶し終わった後、ページ
順とは逆順に印刷する印刷手段と、
　前記記憶手段に記憶された画像データのページ数に基づいて、印刷に使用されるシート
の枚数を特定する特定手段と、
　前記受付手段によって受け付けたパンチの実行指示に従って前記シートにパンチを実行
するよう設定され、且つ、前記入力手段によって入力された複数ページの画像データを前
記記憶手段に記憶している間に、前記特定手段によって特定されたシートの枚数が前記パ
ンチを実行可能な枚数を超えた場合に、前記複数ページの画像データが前記記憶手段に記
憶し終わるのを待たずに、前記画像データを前記記憶手段からページ順に読み出して印刷
するよう制御する制御手段とを有することを特徴とする印刷装置。
【請求項８】
　印刷装置と通信可能な情報処理装置であって、
　複数ページの画像データを記憶する記憶手段と、
　前記記憶手段に記憶された複数ページの画像データに基づいて画像が印刷されたシート
に対するステイプルの位置を受け付ける受付手段と、
　前記記憶手段に記憶された画像データのページ数に基づいて、印刷に使用されるシート
の枚数を特定する特定手段と、
　前記受付手段によって前記シートの所定の位置にステイプルを実行するよう設定され、
且つ、前記特定手段によって特定されたシートの枚数が前記ステイプルを実行可能な枚数
を超えていない場合に、前記複数ページの画像の最後のページから印刷を開始するよう前
記印刷装置を制御し、前記受付手段によって前記シートの所定の位置にステイプルを実行
するよう設定され、且つ、前記特定手段によって特定されたシートの枚数が前記ステイプ
ルを実行可能な枚数を超えた場合に、前記複数ページの画像の先頭のページから印刷を開
始するよう前記印刷装置を制御する制御手段とを有することを特徴とする情報処理装置。
【請求項９】
　複数ページの画像データを入力する入力工程と、
　前記入力工程で入力された前記複数ページの画像データを記憶部に記憶する記憶工程と
、
　前記記憶部に記憶された複数ページの画像データに基づいて画像が印刷されたシートに
対するステイプルの実行指示を受け付ける受付工程と、
　前記受付工程で受け付けたステイプルの実行指示に従って前記シートにステイプルを実
行する場合に、前記複数のページの画像データを前記記憶部に記憶し終わった後、ページ
順とは逆順に印刷する印刷工程と、
　前記記憶部に記憶された画像データのページ数に基づいて、印刷に使用されるシートの
枚数を特定する特定工程と、
　前記受付工程で受け付けたステイプルの実行指示に従って前記シートにステイプルを実
行するよう設定され、且つ、前記入力工程で入力された複数ページの画像データを前記記
憶部に記憶している間に、前記特定工程で特定されたシートの枚数が前記ステイプルを実
行可能な枚数を超えた場合に、前記複数ページの画像データが前記記憶部に記憶し終わる
のを待たずに、前記画像データを前記記憶部からページ順に読み出して印刷するよう制御
する制御工程とを有することを特徴とする印刷装置の制御方法。
【請求項１０】
　複数ページの画像データを入力する入力工程と、
　前記入力工程で入力された前記複数ページの画像データを記憶部に記憶する記憶工程と
、
　前記記憶部に記憶された複数ページの画像データに基づいて画像が印刷されたシートに
対するパンチの実行指示を受け付ける受付工程と、
　前記受付工程で受け付けたパンチの実行指示に従って前記シートにパンチを実行する場
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合に、前記複数のページの画像データを前記記憶部に記憶し終わった後、ページ順とは逆
順に印刷する印刷工程と、
　前記記憶部に記憶された画像データのページ数に基づいて、印刷に使用されるシートの
枚数を特定する特定工程と、
　前記受付工程で受け付けたパンチの実行指示に従って前記シートにパンチを実行するよ
う設定され、且つ、前記入力工程で入力された複数ページの画像データを前記記憶部に記
憶している間に、前記特定工程で特定されたシートの枚数が前記パンチを実行可能な枚数
を超えた場合に、前記複数ページの画像データが前記記憶部に記憶し終わるのを待たずに
、前記画像データを前記記憶部からページ順に読み出して印刷するよう制御する制御工程
とを有することを特徴とする印刷装置の制御方法。
【請求項１１】
　印刷装置と通信可能な情報処理装置の制御方法であって、
　複数ページの画像データを記憶部に記憶する記憶工程と、
　前記記憶部に記憶された複数ページの画像データに基づいて画像が印刷されたシートに
対するステイプルの位置を受け付ける受付工程と、
　前記記憶部に記憶された画像データのページ数に基づいて、印刷に使用されるシートの
枚数を特定する特定工程と、
　前記受付工程で前記シートの所定の位置にステイプルを実行するよう設定され、且つ、
前記特定工程で特定されたシートの枚数が前記ステイプルを実行可能な枚数を超えていな
い場合に、前記複数ページの画像の最後のページから印刷を開始するよう前記印刷装置を
制御し、前記受付工程で前記シートの所定の位置にステイプルを実行するよう設定され、
且つ、前記特定工程で特定されたシートの枚数が前記ステイプルを実行可能な枚数を超え
た場合に、前記複数ページの画像の先頭のページから印刷を開始するよう前記印刷装置を
制御する制御工程とを有することを特徴とする情報処理装置の制御方法。
【請求項１２】
　請求項１０または１１に記載された印刷装置の制御方法を、コンピュータに実行させる
ためのプログラム。
【請求項１３】
　請求項１２に記載された印刷装置の制御方法を、コンピュータに実行させるためのプロ
グラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像をシートに印刷する印刷装置、印刷装置の制御方法、情報処理装置、情
報処理装置の制御方法及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、画像をシートに印刷し、画像が印刷されたシートに対して、ステイプラによって
ステイプルを実行する印刷装置がある。
【０００３】
　このような印刷装置は、移動可能なステイプラを、ユーザによって指定された位置にス
テイプルの針が打たれるように移動させてからシートにステイプルを実行している。
【０００４】
　また、装置のコストを抑えるために、ステイプラを移動させる機構を持たない装置があ
る。このような印刷装置は、ユーザによって指定されたステイプルの位置に従って、ペー
ジを逆順に印刷したり、画像を回転して印刷したりすることによって、ユーザによって指
定された位置にステイプルを実行している。（特許文献１参照）。
【０００５】
　ページを逆順に印刷する場合、最終ページから印刷するために全ページの画像を一旦、
印刷装置の記憶部に記憶し終えてから、印刷を開始する。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００５－８８３７５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ステイプラには、メカの機構上、一度にステイプル可能な枚数が限られている。そのた
め、従来の印刷装置は、印刷を開始した後、印刷したシートの枚数がステイプルの上限枚
数を超えた場合に、シートにステイプルを実行しない。後は、ユーザが、独自にシートを
クリップで留めたり、パンチ穴を開けてファイルに綴じたりすることで、印刷されたシー
トをまとめることができる。
【０００８】
　逆順に印刷する場合にも、一旦全ページの画像を印刷装置の記憶部に記憶し、その後、
印刷し、印刷したシートの枚数がステイプルの上限枚数を超えた場合に、シートにステイ
プルを実行しないようにしている。その場合、ステイプルしないにも関わらず、逆順に印
刷しようとして、一旦全ページの画像を印刷装置の記憶部に記憶するのを待つため、正順
に印刷する場合に比べて、印刷の開始が遅くなり、印刷完了までに時間がかかってしまう
。
【０００９】
　本発明は、上記の課題に鑑みてなされたものである。本発明は、印刷すべきシートの枚
数がステイプルの上限枚数を超えた場合にまで、逆順印刷の実行のための時間がかかるこ
とを防ぐことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　複数ページの画像データを入力する入力手段と、
　前記入力手段によって入力された前記複数ページの画像データを記憶する記憶手段と、
　前記記憶手段に記憶された複数ページの画像データに基づいて画像が印刷されたシート
に対するステイプルの実行指示を受け付ける受付手段と、
　前記受付手段によって受け付けたステイプルの実行指示に従って前記シートにステイプ
ルを実行する場合に、前記複数のページの画像データを前記記憶手段に記憶し終わった後
、ページ順とは逆順に印刷する印刷手段と、
　前記記憶手段に記憶された画像データに基づいて、印刷に使用されるシートの枚数を特
定する特定手段と、
　前記受付手段によって受け付けたステイプルの実行指示に従って前記シートにステイプ
ルを実行するよう設定され、且つ、前記入力手段によって入力された複数ページの画像デ
ータを前記記憶手段に記憶している間に、前記特定手段によって特定されたシートの枚数
が前記ステイプルを実行可能な枚数を超えた場合に、前記複数ページの画像データが前記
記憶手段に記憶し終わるのを待たずに、前記画像データを前記記憶手段からページ順に読
み出して印刷するよう制御する制御手段とを有することを特徴とする印刷装置。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、印刷すべきシートの枚数がステイプルの上限枚数を超えた場合にまで
、逆順印刷の実行のための時間がかかることを防ぐことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本実施形態に係る印刷システムの構成を示すシステム構成図である。
【図２】本実施形態に係るコントローラ部の構成を示すシステム構成図である。
【図３】本実施形態に係る印刷部の構成を示す断面図である。
【図４】本実施形態に係る後処理部の構成を示す断面図である。
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【図５】本実施形態に係るステイプル指定位置と紙搬送制御の関係を示す図である。
【図６】本実施形態に係るプリンタドライバの画面を示す図である。
【図７】本実施形態に係るプリンタドライバの画面を示す図である。
【図８】本実施形態に係る操作部の画面を示す図である。
【図９】本実施形態に係る操作部の画面を示す図である。
【図１０】本実施形態に係るシートの出力方法を説明するための図である。
【図１１】本実施形態に係る処理を説明するためのフローチャートである。
【図１２】本実施形態に係る処理を説明するためのフローチャートである。
【図１３】本実施形態に係る格納した画像の印刷を説明するための図である。
【図１４】本実施形態に係るステイプルの上限枚数を説明するための図である。
【図１５】本実施形態に係る処理を説明するためのフローチャートである。
【図１６】本実施形態に係る処理を説明するためのフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、次に本発明を実施するための最良の形態について図面を参照して説明する。
【００１４】
　＜システム構成の説明＞
　〔第１実施形態〕
　図１は、本実施形態に係る印刷システムの一例を示す図である。
【００１５】
　印刷システム１０００は、印刷装置１００と、ＰＣ（パーソナルコンピュータ）５０１
、ＰＣ５０２、及びＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）を備えている。印
刷装置１００は、ＬＡＮ５００を介してＰＣ５０１、ＰＣ５０２に接続されており、それ
ぞれの装置は、ＬＡＮ５００を介して互いに通信可能である。
【００１６】
　図２は、本実施形態に係る印刷装置１００の一例を示す図である。
【００１７】
　印刷装置１００は、コントローラ部１３０と、操作部１５０、入力デバイス１６０、出
力デバイス１７０を有している。
【００１８】
　コントローラ部１３０は、ＣＰＵ１０１、ＲＡＭ１０２、ＲＯＭ１０３、ＨＤＤ１０４
、操作部Ｉ／Ｆ１０５、ＮＩＣ１０６、Ｍｏｄｅｍ１０７、Ｉｍａｇｅ　Ｂｕｓ　Ｉ／Ｆ
１０８、ＲＩＰ１０９、画像処理部１１０、Ｄｅｖｉｃｅ　Ｉ／Ｆ１１１を有している。
【００１９】
　ＣＰＵ１０１は、印刷装置１００を統括的に制御する。
【００２０】
　ＲＡＭ１０２は、データを記憶するメモリであり、ＣＰＵ１０１の作業領域として機能
する。
【００２１】
　ＲＯＭ１０３は、ＣＰＵ１０１によって読みだされるプログラムを記憶している。
【００２２】
　ＨＤＤ１０４は、画像データやソフトウェアプログラム、その他のデータを記憶する大
容量のメモリである。このＨＤＤ１０４は記憶部の一例であり、画像データを記憶するた
めに十分な記憶容量を持つメモリであれば、他の種類のメモリでもよい。
【００２３】
　操作部Ｉ／Ｆ１０５は、操作部１５０とのインターフェイス部として機能し、操作部１
５０に表示する画像データを操作部１５０に対して出力する。また、操作部Ｉ／Ｆ１０５
は、操作部１５０から使用者が入力した情報をＣＰＵ３１１に伝える役割をする。
【００２４】
　ＮＩＣ（Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　Ｃａｒｄ）１０５は、ＬＡＮ５００に
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接続され、ＰＣ５０１やＰＣ５０２等の外部装置との間の通信を制御する。
【００２５】
　Ｍｏｄｅｍ１０７は、公衆回線（ＷＡＮ）５５０に接続され、外部のＦＡＸとの間で行
われる画像データや装置情報の入出力を制御する。
【００２６】
　Ｉｍａｇｅ　Ｂｕｓ　Ｉ／Ｆ１０８は、システムバス１１２と画像データを高速で転送
する画像バス１１３を接続し、データ構造を変換するバスブリッジである。
【００２７】
　ＲＩＰ（ラスタイメージプロセッサ）１０９は、ＰＣ５０１またはＰＣ５０２から受信
した印刷データをビットマップイメージに展開する。
【００２８】
　画像処理部１１０は、画像データに対して、回転、拡大／縮小等の画像処理を行う。
【００２９】
　Ｄｅｖｉｃｅ　Ｉ／Ｆ１１１は、入力デバイス１６０、出力デバイス１７０とのインタ
ーフェイス部として機能し、入力デバイス１６０とのデータの送受や、出力デバイス１７
０との間のデータの送受を制御する。
【００３０】
　入力デバイス１６０は、原稿の画像を読み取り、読み取った原稿の画像を示す画像デー
タを入力するためのデバイスである。入力デバイス１６０は、原稿搬送部１１４と、読取
部１１５を有する。
【００３１】
　原稿搬送部１１４は、原稿給紙トレイにセットされた原稿を給紙し、原稿を読み取り位
置まで搬送する。
【００３２】
　読取部１１５は、原稿搬送部１１４によって搬送された原稿を、読取位置で読み取り、
機外へ排紙する。また、読取部１１５は、原稿台を有し、原稿台に載置された原稿を読み
取ることもできる。
【００３３】
　出力デバイス１７０は、印刷部１１６と後処理部１１７を有する。
【００３４】
　印刷部１１６は、給紙カセットからシートを給紙し、給紙されたシートに画像を印刷す
る。
【００３５】
　後処理部１１７は、印刷部１１６によって画像が印刷されたシートに対して、ユーザに
よって指定された後処理を実行する。
【００３６】
　このような印刷装置１００は、読取部１１５によって原稿を読み取り、読み取った原稿
の画像データをＨＤＤ１０４に記憶し、記憶した画像データに基づいて印刷部１１６によ
ってシートに画像を印刷するコピージョブを実行する。
【００３７】
　また、印刷装置１００は、ＬＡＮ５００を介してＰＣ５０１やＰＣ５０２等の外部装置
から画像データを受信し、受信した画像データをＨＤＤ１０４に記憶し、記憶した画像デ
ータに基づいて印刷部１１６によってシートに画像を印刷するプリントジョブを実行する
。
【００３８】
　さらに、印刷装置１００は、ＷＡＮ５５０を介して外部のファクシミリ装置から画像デ
ータを受信し、受信した画像データに基づいて印刷部１１６によってシートに画像を印刷
するＦＡＸプリントジョブを実行する。
【００３９】
　図３は、印刷装置１００の構成を示す断面図である。
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【００４０】
　原稿搬送部１１４は、原稿給紙トレイ３０１に積載された原稿がその積載順に従って、
先頭から順次１枚ずつプラテンガラス３０２上へ搬送される。その後、原稿は、プラテン
ガラス３０２上でスキャンされ、排出トレイ３０３に排出される。
【００４１】
　原稿を誘導する搬送路には、ステッピングモータによって駆動される搬送ローラ３０５
、原稿の先端、後端を検知する原稿検知センサ３０６が設けられている。
【００４２】
　原稿給紙トレイ３０１に積載された原稿は、ステッピングモータによって駆動される搬
送ローラ３０５によって、原稿流し読み位置を一定の速度で通過する。この場合、読取部
１１５の光学ユニット３０７は、原稿流し読み位置に移動し、等速で搬送される原稿を光
源によって照射する。原稿からの反射光は、複数のミラー３０８、３０９、３１０、及び
、レンズ３１１を介してＣＣＤイメージセンサ（以下、「ＣＣＤ」と称する。）３１２へ
導かれる。これにより、走査された原稿の画像がＣＣＤ３１２によって読み取られる。Ｃ
ＣＤ３１２によって随時読み取ることで色ごと（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の画像データが生成され、
当該画像データはコントローラ部１３０に転送される。
【００４３】
　印刷部１１６は、４つの画像形成部を備えている。４つの画像形成部は、イエロー色の
画像を形成する画像形成部１Ｙと、マゼンタ色の画像を形成する画像形成部１Ｍと、シア
ン色の画像を形成する画像形成部１Ｃと、ブラック色の画像を形成する画像形成部１Ｂｋ
である。これら４つの画像形成部１Ｙ，１Ｍ，１Ｃ，１Ｂｋは一定の間隔をあけて一列に
配置される。
【００４４】
　各画像形成部１Ｙ，１Ｍ，１Ｃ，１Ｂｋには、それぞれ像担持体としてのドラム型の感
光ドラム（以下、感光ドラムという）２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄが設置されている。
【００４５】
　各感光ドラム２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄの周囲には、一次帯電器３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄ
、現像装置４ａ，４ｂ，４ｃ，４ｄ、転写手段としての転写ローラ５ａ，５ｂ，５ｃ，５
ｄ、ドラムクリーナ装置６ａ、６ｂ、６ｃ、６ｄがそれぞれ配置されている。
【００４６】
　一次帯電器３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄと現像装置４ａ，４ｂ，４ｃ，４ｄとの間の下方に
は、レーザ露光装置７が設置されている。
【００４７】
　各現像装置４ａ，４ｂ，４ｃ，４ｄには、それぞれイエロートナー、シアントナー、マ
ゼンタトナー、ブラックトナーなどの記録材が収納されている。
【００４８】
　各感光ドラム２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄは、感光体ドラム基体上に光導電層を有しており
、駆動装置（不図示）によって図３における時計回り方向に所定のプロセススピードで回
転駆動される。
【００４９】
　一次帯電手段としての一次帯電器３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄは、帯電バイアス電源（不図
示）から印加される帯電バイアスによって各感光ドラム２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄの表面を
負極性の所定電位に均一に帯電する。
【００５０】
　現像装置４ａ，４ｂ，４ｃ，４ｄは、トナーを内蔵し、それぞれ各感光ドラム２ａ，２
ｂ，２ｃ，２ｄ上に形成される各静電潜像に各色のトナーを付着させてトナー像として現
像（可視像化）する。
【００５１】
　一次転写手段としての転写ローラ５ａ，５ｂ，５ｃ，５ｄは、各一次転写部３２ａ～３
２ｄにて、転写手段としての中間転写ベルト８を介して各感光ドラム２ａ，２ｂ，２ｃ，
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２ｄに当接可能に配置されている。
【００５２】
　ドラムクリーナ装置６ａ、６ｂ、６ｃ、６ｄは、感光ドラム２上で一次転写時の残留し
た転写残トナーを、該感光ドラム２から除去するためのクリーニングブレード等を有して
いる。
【００５３】
　中間転写ベルト８は、各感光ドラム２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄの上面側に配置されて、二
次転写対向ローラ１０とテンションローラ１１間によって張力を付与されている。二次転
写対向ローラ１０は、二次転写部３４において、中間転写ベルト８を介して二次転写ロー
ラ１２と当接可能に配置されている。この中間転写ベルト８は、ポリカーボネート、ポリ
エチレンテレフタレート樹脂フィルム、ポリフッ化ビニリデン樹脂フィルム等の誘電体樹
脂によって構成されている。
【００５４】
　また、この中間転写ベルト８は、感光ドラム２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄとの対向面側に形
成された下部平面である一次転写面８ｂを、二次転写ローラ１２側を下方にして傾斜配置
してある。
【００５５】
　即ち、中間転写ベルト８は、感光ドラム２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄの上面に移動可能に対
向配置されて該感光ドラム２との対向面側に形成された一次転写面８ｂを、二次転写部３
４側が下方となるようにして傾斜配置されている。
【００５６】
　具体的には、この傾斜角度は約１５度に設定されている。二次転写部３４側に配置され
て中間転写ベルト８に駆動力を付与する二次転写対向ローラ１０と、一次転写部３２ａ～
３２ｄを挟んで対向側に配置されるテンションローラ１１は、中間転写ベルト８に張力を
付与する。
【００５７】
　二次転写対向ローラ１０は、二次転写部３４にて中間転写ベルト８を介して二次転写ロ
ーラ１２と当接可能に配置されている。また、中間転写ベルト８の外側で、テンションロ
ーラ１１の近傍には、該中間転写ベルト８の表面に残ったトナーを除去して回収するベル
トクリーニング装置（図示せず）が設置されている。
【００５８】
　また、二次転写部３４よりもシートの搬送方向の下流側には、定着ローラ１６ａと加圧
ローラ１６ｂを有する定着器１６が縦パス構成で設置されている。
【００５９】
　レーザ露光装置７は、与えられる画像情報の時系列電気デジタル画素信号に対応した発
光を行うレーザ発光手段、ポリゴンレンズ、反射ミラー等で構成される。レーザ露光装置
７は、各感光ドラム２ａ、２ｂ、２ｃ、２ｄに露光をすることによって、各一次帯電器３
ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄで帯電された各感光ドラム２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄの表面に画像情
報に応じた各色の静電潜像を形成する。
【００６０】
　次に、上記した印刷部１１６による画像形成動作について説明する。
【００６１】
　コントローラ部１３０から印刷指示を受けた場合に、印刷部１１６では次の制御が行わ
れる。所定のプロセススピードで回転駆動される各画像形成部１Ｙ，１Ｍ，１Ｃ，１Ｂｋ
の各感光ドラム２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄは、それぞれ一次帯電器３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄ
によって一様に負極性に帯電される。
【００６２】
　そして、レーザ露光装置７は、外部から入力されるカラー色分解された画像信号をレー
ザ発光手段から照射する。このレーザは、ポリゴンレンズ、反射ミラー等を経由し各感光
ドラム２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ上に各色の静電潜像を形成する。



(10) JP 2014-100866 A 2014.6.5

10

20

30

40

50

【００６３】
　そして、まず感光ドラム２ａ上に形成された静電潜像に、感光ドラム２ａの帯電極性（
負極性）と同極性の現像バイアスが印加された現像装置４ａにより、イエローのトナーを
付着させてトナー像として可視像化する。
【００６４】
　このイエローのトナー像は、感光ドラム２ａと転写ローラ５ａとの間の一次転写部３２
ａにて、一次転写バイアス（トナーと逆極性（正極性））が印加された転写ローラ５ａに
より、駆動されている中間転写ベルト８上に一次転写される。
【００６５】
　イエローのトナー像が転写された中間転写ベルト８は、画像形成部１Ｍ側に移動される
。そして、画像形成部１Ｍにおいても、上記と同様にして、感光ドラム２ｂに形成された
マゼンタのトナー像が、中間転写ベルト８上のイエローのトナー像上に重ね合わせて、一
次転写部３２ｂにて転写される。
【００６６】
　この時、各感光ドラム２上に残留した転写残トナーは、ドラムクリーナ装置６ａ、６ｂ
、６ｃ、６ｄに設けられたクリーナブレード等により掻き落とされ、回収される。
【００６７】
　以下、同様にして、中間転写ベルト８上に重ねて転写されたイエロー、マゼンタのトナ
ー像上に画像形成部１Ｃ，１Ｂｋの感光ドラム２ｃ，２ｄで形成されたシアン、ブラック
のトナー像を各一次転写部３２ｃ，３２ｄにて順次重ね合わせる。このようにして、フル
カラーのトナー像を中間転写ベルト８上に形成する。
【００６８】
　そして、中間転写ベルト８上のフルカラーのトナー像先端が、二次転写対向ローラ１０
と二次転写ローラ１２間の二次転写部３４に移動されるタイミングに合わせて、記録用の
シートが、レジストローラ１９により二次転写部３４に搬送される。シートは、給紙カセ
ット１７または手差しトレイ２０から選択されて搬送パス１８を通して給紙される。なお
、本実施形態では、説明上レジストローラ１９から排紙ローラ２１に通じる搬送経路を片
面搬送経路と呼ぶ。
【００６９】
　二次転写部３４に搬送されたシートに、二次転写バイアス（トナーと逆極性（正極性）
）が印加された二次転写ローラ１２により、フルカラーのトナー像が一括して二次転写さ
れる。
【００７０】
　フルカラーのトナー像が形成されたシートは、定着器１６に搬送されて、定着ローラ１
６ａと加圧ローラ１６ｂとの間の定着ニップ部３１でフルカラーのトナー像が加熱、加圧
されてシートの表面に熱定着される。その後に、シートは、排紙ローラ２１によって後述
する後処理部１１７に搬送される。後処理部１１７によってステイプルを行う場合、後処
理部１１７は、排紙ローラ２１によって搬送されるシートを複数枚保持し、保持された複
数枚のシートに針を打って、それら複数枚のシートを綴じるステイプル処理を実行する。
【００７１】
　一方、後処理を行わない場合、シートは、排紙トレイ２２上に排紙されて、一連の画像
形成動作が終了する。
【００７２】
　尚、中間転写ベルト８上に残った二次転写残トナー等は、ベルトクリーニング装置によ
って除去されて回収される。
【００７３】
　次に、図４を用いて、図３における後処理部１１７の構成について詳細に説明する。
【００７４】
　なお、後処理部１１７は、プリンタエンジンＩ／Ｆ部８１４からコントローラ部１３０
からの指示を受けて、シートの搬送制御、及び、後処理の制御を実行する。
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【００７５】
　後処理部１１７は、排紙ローラ２１によって搬送されるシートを受け入れ、シート検知
センサ８１７により、排紙ローラ２１からシートが搬送されてきたことを検出する。シー
ト検知センサ８１７によってシートが搬送されてきたことを検知すると、排紙ローラ７１
によって、シートの搬送方向後端が束トレイ６０に載るようにシートを排紙する。なお、
排紙ローラ７１は、印刷部１１６のモータによって駆動される。
【００７６】
　束トレイ６０に排紙されたシートは、１枚排紙されるごとに、不図示のシート揃え部材
によって、ステイプラ５８側に整えられる。ステイプラ５８によるステイプルを実行しな
い場合、後処理部１１７は、所定枚数のシート束をステイプラ５８側に整えた後、束出し
スライダ５１９をスライダバー８１８沿いにスライドさせることによって、シート束を排
紙トレイ２２に排紙する。
【００７７】
　一方、ステイプラ５８によるステイプルを実行する場合、後処理部１１７は、所定枚数
のシート束をステイプラ５８側に寄せた後、ステイプラ５８によってステイプル処理を実
行する。その後、後処理部１１７は、ステイプル処理によって綴じられたシート束を、束
出しスライダ８１９をスライダバー８１８沿いにスライドさせることによって、排紙トレ
イ２２に排紙する。
【００７８】
　なお、ここで、ステイプラ５８は、図４の手前側に固定されており、図４の奥側に移動
することができない。このように、ステイプラ５８を移動させる機構を省くことによって
、印刷装置１００を小型化し、印刷装置１００のコストを削減している。
【００７９】
　次に、図５を用いて、ＰＣ５０１の構成について説明する。なお、ＰＣ５０２も同様の
構成を有する。ＰＣ５０１とＰＣ５０２は、情報処理装置の一例である。
【００８０】
　ＰＣ５０１は、コントローラ部６００、操作部６０６、表示部６０８を有する。また、
コントローラ部６００は、ＣＰＵ６０１、ＲＡＭ６０２、ＲＯＭ６０３、ＨＤＤ６０４、
操作部Ｉ／Ｆ６０５、表示部６０８、ＮＩＣ６０９を備える。
【００８１】
　ＣＰＵ６０１は、ＰＣ５０１を統括的に制御する。
【００８２】
　ＲＡＭ６０２は、データを記憶し、ＣＰＵ６０１の作業領域として機能する。
【００８３】
　ＲＯＭ６０３は、ＣＰＵ６０１によって読みだされるプログラムを記憶する。
【００８４】
　ＨＤＤ６０４は、ＣＰＵ６０１によって実行されるアプリケーションプログラムや、プ
リンタドライバ、当該アプリケーションプログラムによって作成された画像データを記憶
する大容量メモリである。なお、ＨＤＤ６０４は、記憶部の一例であり、大容量の記憶領
域を持つものであれば、その他の種類のメモリであってもよい。
【００８５】
　操作部Ｉ／Ｆ６０５は、操作部６０６とのインターフェイス部として機能し、操作部６
０６からＰＣ５０１のユーザが指示した情報をＣＰＵ６０１に伝える。
【００８６】
　操作部６０６は、マウスやキーボードで構成され、ユーザの操作を受け付ける。操作部
６０６は、表示部６０８に貼られたタッチパネルシートを含んでいてもよい。
【００８７】
　表示部Ｉ／Ｆ６０７は、表示部６０８とのインターフェイス部として機能し、表示部６
０８に表示する画像データを表示部６０８に対して出力する。
【００８８】
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　表示部６０８は、液晶ディスプレイや、ＣＲＴディスプレイ等で構成され、操作画面や
画像を表示する。
【００８９】
　ＮＩＣ６０９は、ＬＡＮ６１０に接続され、印刷装置１００等の外部装置との間で行わ
れる画像データや装置情報の入出力を制御する。
【００９０】
　このようなＰＣ５０１は、ＨＤＤ６０４に記憶されたアプリケーションプログラムによ
って画像データを生成し、生成された画像データを、プリンタドライバを介して印刷装置
１００に送信する。
【００９１】
　図６にプリンタドライバの画面の一例を示す。ユーザは、操作部６０６を操作して、こ
のプリンタドライバの画面を操作することによって印刷設定を行う。
【００９２】
　図６に示す画面は、原稿サイズや、出力用紙サイズ等、ページの設定をするための画面
である。
【００９３】
　原稿サイズメニュー１７０２は、印刷対象の原稿のサイズを設定するためのメニューで
ある。
【００９４】
　出力用紙サイズメニュー１７０３は、印刷に用いるシートのサイズを設定するためのメ
ニューである。
【００９５】
　部数メニュー１７０４は、印刷部数を設定するためのメニューである。
【００９６】
　印刷の向きメニュー１７０５は、印刷の向きを設定するためのメニューである。
【００９７】
　ページレイアウトメニュー１７０６は、１枚のシートに印刷するページの数を設定する
ためのメニューである。
【００９８】
　印刷イメージ表示部１７０８は、選択された印刷設定に従って、シートがどのように処
理されるかを表示したものである。
【００９９】
　仕上げタブ１７０１は、両面印刷／片面印刷や、ステイプルの実行指示、ステイプルの
位置をユーザが設定するための画面を表示するためのタブである。
【０１００】
　仕上げタブ１７０１が押されると、図７（ａ）または図７（ｂ）に示す画面が表示され
る。
【０１０１】
　図６の印刷の向きメニュー１７０５で、縦（ポートレイト）が選択された状態で仕上げ
タブ１７０１が押されると、図７（ａ）に示す画面が表示される。一方、図６の印刷の向
きメニュー１７０５で、横（ランドスケープ）が選択された状態で、仕上げタブ１７０１
が押されると、図７（ｂ）に示す画面が表示される。
【０１０２】
　図７に示す画面の両面印刷メニュー１７１０は、両面印刷をするか否かを指定するため
のメニューである。
【０１０３】
　ステイプルメニュー１７１１は、ステイプルをしないか、ステイプルをするかを指定す
るためのメニューである。また、ステイプルをする場合、ユーザは、左上、左下、右上、
右下のいずれか１つを指定する。
【０１０４】
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　両面印刷メニュー１７１０と、ステイプルメニュー１７１１の指定がなされた状態で、
ＯＫボタンが押されると、ＰＣ５０１のＣＰＵ６０１は、指定された内容を印刷設定とし
てＲＡＭ６０２に格納し、図６に示す画面を表示部６０８に表示させる。
【０１０５】
　また、図６に示す画面で、ＯＫボタンが押されると、ＣＰＵ６０１は、図６及び図７の
画面で設定された内容を印刷設定としてＲＡＭ６０２に格納し、当該印刷データと画像デ
ータを、印刷ジョブとして印刷装置１００に送信する。
【０１０６】
　次に、図８を用いて、印刷装置１００が有する操作部１５０について説明する。
【０１０７】
　操作部１５０は、ハードキーによるユーザ操作を受付けるキー入力部９０１、ソフトキ
ー（表示キー）を表示可能で、当該ソフトキーによるユーザ操作を受付けるタッチパネル
部９０２を有する。
【０１０８】
　まず、キー入力部９０１について説明する。図８に示すように、キー入力部９０１は、
操作部電源スイッチ９０３を備える。印刷装置１００が、スタンバイモード（通常動作状
態）のときに、操作部電源スイッチ９０３がユーザによって押されると、ＣＰＵ２０１は
、印刷装置１００を、スタンバイモードからスリープモード（消費電力を抑えている状態
）に切り替える。一方、印刷装置１００が、スリープモードのときに、操作部電源スイッ
チ９０３がユーザによって押されると、ＣＰＵ２０１は、印刷装置１００を、スリープモ
ードからスタンバイモードに切り替える。
【０１０９】
　スタートキー９０５は、コピー動作や、データの送信動作を、ＭＦＰ１００に実行させ
る指示をユーザから受付けるためのキーである。
【０１１０】
　ストップキー９０４は、コピー動作や、データの送信動作を中断する指示をユーザから
受付けるためのキーである。
【０１１１】
　テンキー９０６は、各種設定の置数の設定をユーザにより実行するためのキーである。
【０１１２】
　次に、タッチパネル部９０２について説明する。タッチパネル部９０２は、ＬＣＤ（Ｌ
ｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ：液晶表示部）と、その上に貼られた透明
電極からなるタッチパネルシートとを有する。
【０１１３】
　当該タッチパネル部９０２は、ユーザからの各種設定を受付ける機能と、ユーザに情報
を提示する機能とを有する。
【０１１４】
　図９は、タッチパネル部９０２に表示される画面の例である。
【０１１５】
　図９（ａ）に示す初期画面５００は、印刷装置１００を起動したときにタッチパネル部
９０２に表示される画面である。
【０１１６】
　初期画面５００は、応用モードキー５０１、濃度調整キー５０２、用紙選択キー５０３
、倍率設定キー５０４、仕上げキー５０５、両面設定キー５０６、カラーモード設定キー
５０７を有する。ユーザは、これらのキーを押下することによってジョブの設定を行うこ
とが可能となる。
【０１１７】
　応用モードキー５０１は、読み取った複数枚の原稿の画像を１枚の印刷用紙の上に並べ
て印刷する縮小レイアウト機能や、読み取った原稿の画像を印刷前にタッチパネル部９０
２に表示するプレビュー機能の設定を行うためのキーである。
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【０１１８】
　濃度調整キー５０２は、印刷濃度を調整するためのキーである。
【０１１９】
　用紙選択キー５０３は、図９（ｂ）に示す用紙選択画面５０８を表示するためのキーで
ある。用紙選択画面５０８は、印刷用紙の給紙元となる給紙カセットを決めるための設定
をユーザから受け付けるための画面である。
【０１２０】
　図９（ｂ）に示す画面の自動用紙選択キー５０９は、原稿の画像のサイズと色種別（原
稿の画像がカラー画像であるかモノクロ画像であるか）に従って、ＣＰＵ１０１が印刷に
使用する給紙カセットを選択する自動用紙選択機能を有効にするためのキーである。
【０１２１】
　給紙カセット選択キー５１０は、給紙カセット１～２のうち、印刷に使用したい給紙カ
セットを、印刷装置１００に選択させるのではなく、ユーザが直接指定するためのキーで
ある。なお、図４（ｂ）に示す画面のカセット１は、給紙カセット１に対応する。また、
図４（ｂ）に示す画面のカセット２は、給紙カセット２に対応する。図４（ｂ）に示す手
差しトレイは、手差しトレイ２０に対応する。図９（ｂ）に示すＯＫボタンが押されると
、自動用紙選択キーまたは給紙カセット選択キー５１０によって選択された内容を、ＣＰ
Ｕ１０１は、印刷設定としてＲＡＭ１０２に格納する。
【０１２２】
　倍率設定キー５０４は、印刷倍率を設定するためのキーである。
【０１２３】
　仕上げキー５０５は、図９（ｃ）に示す後処理設定画面を表示するためのキーである。
仕上げキー５０５が押されると、ＣＰＵ１０１は、図９（ｃ）に示す画面を操作部１５０
に表示する。ユーザは、図９（ｃ）の画面を介して、原稿給紙トレイ３０１に載置された
原稿のどの位置をステイプルで綴じるかを指定するための画面である。ユーザは、左上、
右上、左下、右下のいずれかを指定することができる。図９（ｃ）に示す画面のＯＫボタ
ンが押されると、ＣＰＵ１０１は、指定されたステイプル位置を印刷設定としてＲＡＭ１
０２に格納する。
【０１２４】
　両面キー５０６は、両面印刷を行うよう設定するためのキーである。
【０１２５】
　カラーモード設定キー５０７は、原稿の画像の色種別の判別方法を決定するためのキー
である。
【０１２６】
　この図９（ａ）～（ｃ）によって設定された内容を、ＣＰＵ１０１は、印刷設定として
ＲＡＭ１０２に格納し、図８のスタートキー９０５が押された場合に、ＲＡＭ１０２に格
納された印刷設定に従ってコピージョブを実行する。
【０１２７】
　以上のような印刷装置１００は、ＰＣ５０１から受け付けた印刷ジョブ、または操作部
１５０を介して受け付けたコピージョブを、それぞれの印刷設定に従って実行する。
【０１２８】
　ここで、ＣＰＵ１０１は、印刷設定としてステイプルが指定されていると、画像を印刷
し、画像が印刷されたシートに対してステイプルを実行する。また、シートの出力方法（
フェイスアップ／フェイスダウン）は、「指定なし」あるいは「自動」に設定されている
ものとする。
【０１２９】
　ユーザは、図７に示す画面において、ステイプル位置は用紙Ｐに対して、「左上」、「
左下」、「右上」、「右下」の四隅への指定が可能である。一方、後処理部１１７のステ
イプラ５８の位置は、図４の手前側に固定されている。そのため、ＣＰＵ１０１は、ユー
ザによって指定されたステイプル位置に従って、画像の回転と、シートの出力方法（フェ
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イスダウン／フェイスアップ）を変えることによって、ユーザが所望する位置にステイプ
ル処理を実行する。
【０１３０】
　図１０を用いて、具体的に、ステイプルの位置と、画像の方向、フェイスダウン／フェ
イスアップの関係について説明する。
【０１３１】
　本実施形態に係る印刷装置１００が搬送できるシートのサイズは、Ａ４Ｒ、Ｂ５、Ａ５
の３種類である。Ａ４Ｒの「Ｒ」は、シートの短辺が搬送方向の先端にくるように搬送す
るシートの向きを示す。ここでは、Ａ４Ｒのシートにステイプルを実行する例について説
明する。
【０１３２】
　図１０の「Ｆ」は印刷される画像を示し、Ｆの向きは用紙Ｐに印字される画像の向きを
表現している。Ｆの文字が濃く記載されているものはフェイスアップ出力（出力されるシ
ートを真上から見たときに印字面が見える）を表し、薄く記載されているものはフェイス
ダウン出力（出力されるシートを真上からみたときに印字面の裏面が見える）を表してい
る。
【０１３３】
　ステイプル指定位置が指定されない（「なし」の）場合、シートは、給紙カセットから
給紙され、片面搬送路４３を通り、画像が形成された後、排紙トレイ２２に排紙される。
このとき、印刷の向きが「縦（ポートレイト）」に指定されていると、排紙トレイ２２に
は、図１０の（１）のように画像Ｆが印刷されたシートが排紙される。一方、印刷の向き
が「横（ランドスケープ）」に指定されていると、排紙トレイ２２には、図１０の（２）
のように画像Ｆが印刷されたシートが排紙される。
【０１３４】
　ステイプル指定位置が「左上」の場合、印刷の向きが「縦（ポートレイト）」に指定さ
れていると、シートは片面搬送路４３を通り、ステイプル指定位置「なし」のときの画像
向きに対して１８０度回転した画像が形成される。その後、後処理部１１７でステイプル
処理を実行することで、画像の「左上」へのステイプルが可能となる。（図１０の（３）
）
　印刷の向きが「横（ランドスケープ）」に指定されていると、入力された画像を最後の
ページから印刷（逆順印刷）する。シートは片面搬送路４３を通り、画像が形成される。
その後、シートは、排紙ローラ２１によってスイッチバックされ、両面搬送路４４に搬送
され、シートの表裏が反転される。最後に、後処理部１１７がシートに対してステイプル
を実行することで、画像の「左上」へのステイプルが可能となる。（図１０（４））
　ステイプル指定位置が「左下」の場合、印刷の向きが「縦（ポートレイト）」に指定さ
れていると、入力された画像を最後のページから印刷（逆順制御）する。シートは片面搬
送路４３を通り、ステイプル指定位置「なし」のときの画像向きに対して１８０度回転し
た画像が形成される。その後、シートは、排紙ローラ２１によってスイッチバックされ、
両面搬送路（両面搬送経路）４４を搬送し、シートの表裏が反転される。最後に、後処理
部１１７でステイプルを実行することで、画像の「左下」へのステイプルが可能となる。
（図１０（５））
　印刷の向きが「横（ランドスケープ）」に指定されていると、シートは片面搬送路４３
を通り、ステイプル指定位置「なし」のときの画像向きに対して１８０度回転した画像が
形成される。その後、後処理部１１７がシートに対してステイプルを実行することで、画
像の「左下」へのステイプルが可能となる。（図１０の（６））
　ステイプル指定位置が「右上」の場合、印刷の向きが「縦（ポートレイト）」に指定さ
れていると、入力された画像を最後のページから印刷（逆順印刷）する。シートは片面搬
送路４３を通り、画像が形成される。その後、シートは、排紙ローラ２１によってスイッ
チバックされ、両面搬送路４４を通り、シートの表裏が反転される。最後に、後処理部１
１７がステイプルを実行することで、画像の「右上」へのステイプルが可能となる。（図
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１０の（７））
　印刷の向きが「横（ランドスケープ）」に指定されていると、シートは片面搬送路４３
を通り、画像が形成される。その後、後処理部１１７がシートに対してステイプルを実行
することで、シートの「右上」へのステイプルが可能となる。（図１０の（８））
　ステイプル指定位置が「右下」の場合、印刷の向きが「縦（ポートレイト）」に指定さ
れていると、シートは片面搬送路４３を通り、画像が形成される。その後、後処理部１１
７がステイプルを実行することで、シートの「右下」へのステイプルが可能となる。（図
１０の（９））シートの向きがランドスケープでは、入力画像を最後のページから印刷（
逆順制御）する。シートは片面搬送路４３を通り、ステイプル指定位置「なし」のときの
画像向きに対して１８０度回転した画像が形成される。その後、シートは、排紙ローラ２
１によってスイッチバックされ、両面搬送路４４を通り、シートの表裏が反転される。最
後に、後処理部１１７がシートに対してステイプルを実行することで、シートの「右下」
へのステイプルが可能となる。（図１０の（１０））
　なお、本実施形態では、後処理部１１７のステイプラ５８が図４の手前側に固定されて
いる例を説明したが、後処理部１１７のステイプラ５８が図４の奥側に固定されている場
合には、図１０に示すテーブルは適時変更されるものとする。
【０１３５】
　このように、ステイプルの位置と、印刷の向きによっては、最後のページから印刷する
逆順印刷を実行しなければならない。
【０１３６】
　最後のページから印刷するために、ＣＰＵ１０１は、印刷ジョブの全ページを一旦ＨＤ
Ｄ１０４に記憶し、記憶が完了した後に印刷を開始する。そのため、先頭のページからペ
ージ順に印刷する正順印刷を実行する場合と比較して印刷ジョブの実行を開始するまでの
時間が長くなり、それによって、印刷が完了するまでの時間が長くなる。
【０１３７】
　また、後処理部１１７には、１回の綴じ処理でステイプル可能なシートの上限枚数が決
まっている。本実施形態の後処理部１１７は、１回の綴じ処理によって３０枚のシート（
普通紙）まで綴じることができるものとする。しかしながら、この上限枚数は、３０枚に
限られるものではない。後処理部１１７が一度に束トレイ６０に保持できるシート枚数に
依存して決まるものでもよいし、ステイプラ５８の綴じる能力に依存して決まるものであ
ってもよい。また、シートの種類によって変えても良い。例えば、薄紙であれば、上限枚
数を５０枚としてもよい。
【０１３８】
　そして、ＣＰＵ１０１は、印刷されるシートの枚数がその上限枚数を超えた場合、シー
トに画像を印刷するが、そのシートにステイプルを実行しないよう制御する。
【０１３９】
　ここで、印刷されるシートの枚数がステイプルの上限枚数を超えた場合には、シートに
ステイプルが実行されないにも関わらず、逆順印刷のために印刷ジョブのページが全ペー
ジＨＤＤに１０４に記憶されるのを待ってから印刷を開始すると、印刷に時間がかかる。
【０１４０】
　そこで、本実施形態の印刷装置１００のＣＰＵ１０１は、逆順印刷をすべきと判定して
、印刷ジョブのページをＨＤＤ１０４に記憶している間に、印刷されるシートがステイプ
ル可能な上限枚数を超えたか否かを判定する。そして、印刷されるシートがステイプル可
能な上限枚数を超えないまま、最後のページがＨＤＤ１０４に記憶された場合、ＣＰＵ１
０１は、最後のページから逆順印刷を実行する。一方、印刷されるシートの数が、ステイ
プル可能な上限枚数を超えたと判定した場合、ＣＰＵ１０１は、ＨＤＤ１０４に最後のペ
ージが記憶される前であっても、ＨＤＤ１０４に記憶済みのページを先頭のページから順
に印刷するよう制御する。それによって、印刷完了までにかかる時間を短くすることがで
きる。なお、印刷されるシートの数は、ＨＤＤ１０４に記憶されたページの数と印刷設定
に基づいて、ＣＰＵ１０１が決定するものとする。決定方法については、後で説明する。
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【０１４１】
　また、ここでは、シートの出力方法（フェイスアップ／フェイスダウン）は、「指定な
し」あるいは「自動」に設定されている例を説明したが、シートの出力方法として「フェ
イスアップ」が設定されている場合、ＣＰＵ１０１は、次のように制御してもよい。ＣＰ
Ｕ１０１は、逆順印刷をするために印刷ジョブの全ページをＨＤＤ１０４に記憶している
間に、印刷されるシートがステイプルの上限枚数を超えても、それを条件に正順印刷（先
頭のページから印刷する方法）に切り替えない。その後、ＣＰＵ１０１は、印刷ジョブの
全ページをＨＤＤ１０４に記憶し終わったら、最後のページから印刷を開始する。ただし
、印刷ジョブの全ページをＨＤＤ１０４に記憶し終わる前に、ＨＤＤ１０４の空き容量が
なくなった場合には、先頭ページから印刷するよう制御し、印刷が終わったページをＨＤ
Ｄ１０４から削除することで空き容量を確保すればよい。
【０１４２】
　次に、図１１のフローチャートを用いて、本実施形態に係る処理を説明する。印刷装置
１００のＣＰＵ１０１が、ＲＯＭ１０２に記憶されたプログラムを読み出して実行するこ
とによって実現される。
【０１４３】
　Ｓ２０００で、ＣＰＵ１０１は、ジョブの受信を開始する。例えば、ＣＰＵ２０１は、
ＰＣ５０１から送信された印刷ジョブの受信を開始する。なお、印刷ジョブは、複数ペー
ジの画像データと印刷設定を含むものとする。
【０１４４】
　Ｓ２００１で、ＣＰＵ１０１は、ＲＡＭ１０２にページカウンタＰを用意し、初期値と
して、Ｐに０をセットする。
【０１４５】
　Ｓ２００２で、ＣＰＵ１０１は、ジョブの印刷設定を確認する。ジョブの印刷設定は、
Ｓ２０００で受信されるジョブのヘッダを解析して確認する。ジョブのヘッダは、ジョブ
の画像データよりも先にＰＣ５０１から送られてくるため、ＣＰＵ１０１は、ジョブの画
像データを全てＨＤＤ１０４に格納しなくても、ジョブのヘッダを解析することができる
。
【０１４６】
　Ｓ２００３で、ＣＰＵ１０１は、Ｓ２００２で確認した印刷設定で、ステイプルを実行
するよう指定されているか否かを判定する。ステイプルを実行するよう指定されていなけ
ればＳ２００４に処理を進め、ステイプルを実行するよう指定されていればＳ２００８に
処理を進める。
【０１４７】
　Ｓ２００４に処理を進めた場合、ＣＰＵ１０１は、ＨＤＤ１０４に画像データの格納を
開始する。画像データの格納処理の詳細は、図１２を用いて説明する。
【０１４８】
　Ｓ２００５で、ＣＰＵ１０１は、ＨＤＤ１０４に、１ページの画像データの格納が完了
したか否かを判定する。格納が完了していない場合、ＣＰＵ１０１は、画像データの格納
を続け、格納が完了した場合、Ｓ２００６に処理を進める。
【０１４９】
　Ｓ２００６で、ＣＰＵは、ＨＤＤ１０４に格納された画像データを先頭ページから印刷
部１１６によって印刷するよう制御する。例えば、ＰＣ５０１から３０ページの画像デー
タが送られてくる場合、図１３（ａ）に示すように、ＣＰＵ１０１は、１ページ目から順
にＨＤＤ１０４に格納していき、１ページ目から順に印刷していく。
【０１５０】
　Ｓ２００７で、ＣＰＵ１０１は、印刷が完了したか否かを判定する。印刷が完了してい
ない場合、Ｓ２００６に処理を進める。一方、印刷が完了した場合、処理を終了する。
【０１５１】
　Ｓ２００３で、ステイプルするよう設定されていると判定し、Ｓ２００３からＳ２００
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８に処理を進めた場合、Ｓ２００８で、ＣＰＵ１０１は、逆順印刷を実行する（最後のペ
ージから印刷する）必要があるか否かを判定する。具体的にＣＰＵ１０１は、ステイプル
の位置と、印刷の向きと、図１０のテーブルに従って、逆順印刷を実行する必要があるか
否かを判定する。逆順印刷を実行する必要があると判定した場合、Ｓ２００９に処理を進
め、逆順印刷する必要がないと判定した場合、Ｓ２０１７に処理を進める。
【０１５２】
　Ｓ２００９で、ＣＰＵ１０１は、画像データの格納を開始する。詳細は、図１２を用い
て説明する。
【０１５３】
　Ｓ２０１０で、ＣＰＵ１０１は、１ページの画像データの格納が完了したか否かを判定
する。格納が完了していない場合、ＣＰＵ１０１は、画像データの格納を続け、格納が完
了した場合、Ｓ２０１１に処理を進める。
【０１５４】
　Ｓ２０１１で、ＣＰＵ１０１は、印刷部１１６を制御し、先頭ページから印刷を開始す
る。例えば、ＰＣ５０１から３０ページの画像データが送られてくる場合、図１３（ａ）
に示すように、ＣＰＵ１０１は、１ページ目から順にＨＤＤ１０４に格納していき、１ペ
ージ目から順に印刷していく。
【０１５５】
　Ｓ２０１２で、ＣＰＵ１０１は、１部の印刷が完了したか否かを判定する。１部の印刷
が完了したと判定した場合、Ｓ２０１３に処理を進め、１部の印刷が完了していないと判
定した場合、Ｓ２０１５に処理を進める。
【０１５６】
　Ｓ２０１３に処理を進めた場合、ＣＰＵ１０１は、束トレイ６０に蓄積されたシート束
にステイプルを実行し、ステイプルされたシート束を排紙トレイ２２に排紙し、Ｓ２０３
０に処理を進める。
【０１５７】
　Ｓ２０３０で、ＣＰＵ１０１は、ジョブの印刷が完了したか否かを判定する。印刷すべ
き部数が１部に設定されている場合、ＣＰＵ１０１は、１部の印刷が完了したか否かを判
定し、印刷すべき部数が複数部に設定されている場合、ＣＰＵ１０１は、設定された部数
の印刷が完了したか否かを判定する。ジョブの印刷が完了したと判定した場合、処理を終
了する。一方、ジョブの印刷が完了していないと判定した場合、Ｓ２０１１に処理を進め
、次の部の印刷を実行する。
【０１５８】
　Ｓ２０１２からＳ２０１４に処理を進めた場合、ＣＰＵ１０１は、印刷されるシートの
枚数情報を参照する。当該シートの枚数情報は、図１２の処理によって更新される情報で
ある。
【０１５９】
　Ｓ２０１５で、ＣＰＵ１０１は、格納されたページがステイプルの上限を超えたか否か
を判定する。格納されたページがステイプルの上限を超えていないと判定した場合、Ｓ２
０１１に処理を戻し、ＣＰＵ１０１は、印刷を継続する。格納されたページがステイプル
の上限を超えたと判定した場合、Ｓ２０１６に処理を進める。
【０１６０】
　Ｓ２０１６で、ＣＰＵ１０１は、束トレイ６０に蓄積されたシート束に対してステイプ
ルを実行せずに、シート束を排紙トレイ２２に排紙し、Ｓ２０３０に処理を進める。
【０１６１】
　Ｓ２００８からＳ２０１７に処理を進めた場合、ＣＰＵ１０１は、画像データの格納を
開始する。詳細は、図１２を用いて説明する。
【０１６２】
　Ｓ２０１８で、ＣＰＵ１０１は、全ページの画像データの格納が完了したか否かを判定
する。全ページの画像データの格納が完了したと判定した場合、Ｓ２０１９に処理を進め
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、全ページの画像データの格納が完了していないと判定した場合、Ｓ２０２３に処理を進
める。
【０１６３】
　Ｓ２０１９に処理を進めた場合、ＣＰＵ１０１は、印刷部１１６を制御し、最後のペー
ジから印刷を開始する。例えば、ＰＣ５０１から３０ページの画像データが送られてくる
場合、図１３（ｂ）に示すように、ＣＰＵ１０１は、３０ページ目までの画像データをＨ
ＤＤ１０４に格納し終わった後、３０ページ目の画像データから逆順に印刷していく。
【０１６４】
　Ｓ２０２０で、ＣＰＵ１０１は、１部目の印刷が完了したか否かを判定し、１部目の印
刷が完了していないと判定した場合、Ｓ２０１９で、印刷を継続する。一方、１部目の印
刷が完了したと判定した場合、Ｓ２０２１に処理を進める。
【０１６５】
　Ｓ２０２１で、ＣＰＵ１０１は、画像が印刷され、束トレイ６０に蓄積されたシート束
に対してステイプルを実行し、ステイプルされたシートを排紙トレイ２２に排紙する。
【０１６６】
　Ｓ２０２２で、ＣＰＵ１０１は、印刷が完了したか否かを判定する。印刷すべき部数が
１部に設定されている場合、ＣＰＵ１０１は、１部の印刷が完了したか否かを判定し、印
刷すべき部数が複数部に設定されている場合、ＣＰＵ１０１は、設定された部数の印刷が
完了したか否かを判定する。印刷が完了したと判定した場合、処理を終了する。一方、印
刷が完了していないと判定した場合、Ｓ２０１９に処理を進める。
【０１６７】
　Ｓ２０１８からＳ２０２３に処理を進めた場合、ＣＰＵ１０１は、印刷されるシートの
枚数情報を参照する。
【０１６８】
　そして、Ｓ２０２４で、ＣＰＵ１０１は、格納されたページがステイプルの上限を超え
たか否かを判定する。格納されたページがステイプルの上限を超えていないと判定した場
合、Ｓ２０１７に処理を戻し、ＣＰＵ１０１は印刷を継続する。格納されたページがステ
イプルの上限を超えたと判定した場合、Ｓ２０２５に処理を進める。
【０１６９】
　Ｓ２０２５で、ＣＰＵ１０１は、印刷部１１６を制御し、先頭のページから画像の印刷
を実行する。例えば、ＰＣ５０１から５０ページの画像データが送られてくる場合、図１
３（ｃ）に示すように、ＣＰＵ１０１は、３０ページ目までの画像データをＨＤＤ１０４
に格納し終わるまでは画像を印刷しない。その後、図１３（ｄ）に示すように、３１ペー
ジ目の画像データがＨＤＤ１０４に格納されると、ＣＰＵ１０１は、印刷されるシートの
枚数がステイプルの上限を超えたと判定し、１ページ目から順に印刷していく。
【０１７０】
　Ｓ２０２６で、ＣＰＵ１０１は、画像が印刷されたシートに対してステイプルを実行せ
ずにシートを排紙し、Ｓ２０２２に処理を進める。
【０１７１】
　Ｓ２０２２で、ＣＰＵ１０１は、印刷が完了したか否かを判定する。印刷すべき部数が
１部に設定されている場合、ＣＰＵ１０１は、１部の印刷が完了したか否かを判定し、印
刷すべき部数が複数部に設定されている場合、ＣＰＵ１０１は、設定された部数の印刷が
完了したか否かを判定する。印刷が完了したと判定した場合、処理を終了する。一方、印
刷が完了していないと判定した場合、ＣＰＵ１０１は、Ｓ２０１９に処理を進め、次の部
の印刷を実行する。
【０１７２】
　次に、図１２を用いて、ＨＤＤ２０４に画像データを格納する処理を説明する。この処
理は、Ｓ２００４、Ｓ２００９、Ｓ２０１７の処理に対応する。
【０１７３】
　Ｓ２１０１で、ＣＰＵ２０１は、ＰＣ５０１から受信した画像データをＨＤＤ１０４に
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格納する。
【０１７４】
　Ｓ２１０２で、ＣＰＵ２０１は、１ページ分の画像データの格納が完了したか否かを判
定する。１ページ分の画像データの格納が完了したと判定した場合、Ｓ２１０３に処理を
進め、１ページ分の画像データの格納が完了していないと判定した場合、Ｓ２１０１に処
理を戻し、画像データの格納を続ける。
【０１７５】
　Ｓ２１０３で、ＣＰＵ１０１は、Ｓ２００１で用意したページカウンタＰに１を加える
。このページカウンタＰの値が、ＨＤＤ１０４に格納済みのページの数を示すことになる
。
【０１７６】
　そして、Ｓ２１０４で、ＣＰＵ１０１は、印刷されるシートの枚数情報を更新する。プ
リンタドライバで、片面印刷、１ｉｎ１が設定されている場合、ページカウンタＰの値が
、印刷されるシートの枚数を示すことになる。また、両面印刷、１ｉｎ１が設定されてい
る場合、Ｐ／２が、印刷されるシートの枚数を示すことになる。そして、片面印刷、２ｉ
ｎ１が設定されている場合も、Ｐ／２が、印刷されるシートの枚数を示すことになる。ま
た、両面印刷、２ｉｎ１が設定されている場合、Ｐ／４が、印刷されるシートの枚数を示
すことになる。また、２ｉｎ１に限らず、４ｉｎ１や８ｉｎ１等のＮｉｎ１が設定されて
いる場合、Ｐ／Ｎが、印刷されるシートの枚数を示すことになる。両面印刷を実行する場
合、さらに、（Ｐ／Ｎ）／２が、印刷されるシートの枚数を示すことになる。
【０１７７】
　Ｓ２１０５で、ＣＰＵ１０１は、全ページの画像データの格納が完了したか否かを判定
する。全ページの画像データの格納が完了していない場合、ＣＰＵ１０１は、Ｓ２１０１
に処理を戻し、画像データの格納を続ける。一方、全ページの画像データの格納が完了し
た場合、ＣＰＵ１０１は、処理を終了する。
【０１７８】
　以上のように、ユーザによって指定された位置にステイプル処理を行うためには、逆順
印刷が必要であっても、印刷されるシートの枚数がステイプルを実行可能な枚数を超えた
場合には、即座に、先頭のページから印刷を開始する。それによって、出力されるシート
が、ステイプルされないにも関わらず、逆順印刷のために、印刷の開始が遅れることを防
ぐことができる。
【０１７９】
　なお、本実施形態では、ＰＣ５０１から印刷データと印刷設定を受信して、画像を印刷
するプリントジョブについて説明した。しかしながら、本発明は、これに限られるもので
はなく、読取部１１５で読み取った原稿の画像を、操作部１５０を介して受け付けた印刷
設定に従って印刷するコピージョブに適用しても良い。その場合、ＣＰＵ１０１は、印刷
設定を、図９の（ａ）～（ｃ）に示す画面を介して受け付ける。
【０１８０】
　なお、本実施形態では、シートに針を打って、シートを綴じるステイプル処理を例に説
明した。しかしながら、本発明は、これに限られず、針を用いず、シートをかしめ綴じす
る針無しステイプルに適用しても良い。しかしながら、その場合、一度に綴じることがで
きるシートの枚数は、針を用いてシートを綴じるステイプル処理よりも少ない。そのため
、針を用いたステイプルを実行するよう設定された場合にはステイプルの上限枚数をＭと
し、針無しステイプルが設定された場合にはステイプルの上限枚数をＭより少ないＮとし
て、図１１に示すフローチャートを実行すればよい。
【０１８１】
　（第２の実施形態）
　第１の実施形態では、印刷されるシートの数がステイプル可能な上限枚数を超えた場合
に、印刷装置１００のＣＰＵ１０１が、ＨＤＤ１０４に最後のページが記憶される前でも
、記憶済みのページを先頭のページから順に印刷するよう制御する例を説明した。
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【０１８２】
　第２の実施形態では、ユーザが指定した位置にステイプルを実行するために逆順印刷を
実行する必要があっても、ＰＣ５０１が、印刷されるシートの数がステイプル可能な上限
枚数を超えたと判断した場合、印刷装置１００に正順印刷を実行させる例を説明する。
【０１８３】
　ＰＣ５０１の構成は、第１の実施形態で、図５を用いて説明したものと同様であるため
、詳しい説明を省略する。
【０１８４】
　次に、図１５のフローチャートを用いて、本実施形態に係る処理を説明する。ＰＣ５０
１のＣＰＵ６０１が、ＲＯＭ６０３に記憶されたプログラムを読み出して実行することに
よって実現される。また、このフローチャートに示す処理は、ＰＣ５０１で、ユーザが、
印刷したい画像を指定し、プリンタドライバを起動した時点から開始される。
【０１８５】
　まず、Ｓ５０００で、ＣＰＵ６０１は、図６や図７に示すプリンタドライバによって印
刷設定を受け付ける。
【０１８６】
　Ｓ５００１で、ＣＰＵ６０１は、印刷指示を受け付けたか否かを判定する。印刷指示は
、例えば、図６に示すＯＫキーの押下によって行われる。印刷指示を受け付けていないと
判定した場合、ＣＰＵ６０１は、Ｓ５０００に処理を戻し、印刷設定の受け付けを引き続
き行う。一方、印刷指示を受け付けたと判定した場合、ＣＰＵ６０１は、Ｓ５００２に処
理を進める。
【０１８７】
　Ｓ５００２で、ＣＰＵ６０１は、プリンタドライバを介してステイプルを実行するよう
指定されたか否かを判定する。ステイプルを実行するよう指定されたと判定した場合、Ｃ
ＰＵ６０１は、Ｓ５００３に処理を進め、ステイプルを実行するよう指定されていないと
判定した場合、ＣＰＵ６０１は、Ｓ５００４に処理を進める。
【０１８８】
　Ｓ５００３で、ＣＰＵ６０１は、印刷設定として、先頭ページから印刷を実行するよう
設定する。
【０１８９】
　そして、Ｓ５０１１で、ＣＰＵ６０１は、印刷設定と画像データとを印刷装置１００に
送信し、印刷装置１００に当該画像データを先頭ページから印刷させる。
【０１９０】
　Ｓ５００２からＳ５００４に処理を進めた場合、ＣＰＵ６０１は、Ｓ５００４で、逆順
印刷を実行する（最後のページから印刷する）必要があるか否かを判定する。具体的に、
ＣＰＵ６０１は、ステイプルの位置と、印刷の向きと、図１０のテーブルに従って、逆順
印刷を実行する必要があるか否かを判定する。なお、本実施形態では、図１０のテーブル
が、ＰＣ５０１のＨＤＤ６０４内に記憶されているものとする。逆順印刷を実行する必要
がないと判定した場合、ＣＰＵ６０１は、Ｓ５００５に処理を進め、逆順印刷する必要が
あると判定した場合、ＣＰＵ６０１は、Ｓ５００６に処理を進める。
【０１９１】
　Ｓ５００５で、ＣＰＵ６０１は、印刷設定として、先頭ページから印刷を実行するよう
設定する。
【０１９２】
　Ｓ５０１１で、ＣＰＵ６０１は、印刷設定と画像データとを印刷装置１００に送信し、
印刷装置１００に当該画像データを先頭ページから印刷させる。
【０１９３】
　Ｓ５００５からＳ５００６に処理を進めた場合、ＣＰＵ６０１は、印刷される画像デー
タのページ数と印刷設定に基づいて、印刷されるシートの枚数を特定する。例えば、プリ
ンタドライバで、片面印刷、１ｉｎ１が設定されている場合、印刷されるページ数が、印
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刷されるシートの枚数となる。また、両面印刷、１ｉｎ１が設定されている場合、（印刷
されるページ数）／２が、印刷されるシートの枚数を示すことになる。そして、片面印刷
、２ｉｎ１が設定されている場合も、（印刷されるページ数）／２が、印刷されるシート
の枚数を示すことになる。また、両面印刷、２ｉｎ１が設定されている場合、（印刷され
るページ数）／４が、印刷されるシートの枚数を示すことになる。
【０１９４】
　Ｓ５００７で、ＣＰＵ６０１は、印刷されるシートの枚数が、ステイプルの上限枚数よ
り多いか否かを判定する。印刷されるシートの枚数がステイプルの上限枚数以下であると
判定した場合、ＣＰＵ６０１は、Ｓ５００８に処理を進め、印刷されるシートの枚数が上
限枚数より多いと判定した場合、ＣＰＵ６０１は、Ｓ５００９に処理を進める。
【０１９５】
　Ｓ５００８で、ＣＰＵ６０１は、印刷設定として、最後のページから印刷を実行するよ
う設定する。
【０１９６】
　Ｓ５０１１で、ＣＰＵ６０１は、印刷設定と画像データとを印刷装置１００に送信し、
印刷装置１００に当該画像データを最後のページから印刷させる。
【０１９７】
　一方、Ｓ５００７からＳ５００９に処理を進めた場合、Ｓ５００９で、ＣＰＵ６０１は
、印刷設定から、ステイプルの設定を解除する。つまり、ＣＰＵ６０１は、印刷装置１０
０がステイプルを実行しないよう制御する。
【０１９８】
　そして、Ｓ５０１０で、ＣＰＵ６０１は、印刷設定として、先頭ページから印刷を実行
するよう設定する。
【０１９９】
　Ｓ５０１１で、ＣＰＵ６０１は、印刷設定と画像データとを印刷装置１００に送信し、
印刷装置１００に当該画像データを先頭ページから印刷させる。
【０２００】
　次に、第２の実施形態における印刷装置１００のＣＰＵ１０１の制御について、図１６
のフローチャートを用いて説明する。このフローチャートに示す処理は、ＣＰＵ１０１が
、ＲＯＭ１０３に記憶されたプログラムを読み出して実行することによって行われる。
【０２０１】
　Ｓ６０００で、ＣＰＵ１０１は、ＰＣ５０１からＬＡＮ５００を介してジョブを受信す
る。
【０２０２】
　Ｓ６００１で、ＣＰＵ１０１は、受信したジョブの印刷設定として逆順印刷するよう設
定されているか否かを判定する。印刷設定として逆順印刷するよう設定されていない（先
頭ページから印刷を実行するよう設定されている）と判定した場合、ＣＰＵ１０１は、Ｓ
６００２に処理を進める。一方、印刷設定として逆順印刷するよう設定されている（最後
のページから印刷を実行するよう設定されている）と判定した場合、ＣＰＵ１０１は、Ｓ
６００７に処理を進める。
【０２０３】
　Ｓ６００２で、ＣＰＵ１０１は、印刷部１１６に、先頭ページから印刷を開始させる。
【０２０４】
　Ｓ６００３で、ＣＰＵ１０１は、１部の印刷が完了したか否かを判定する。１部の印刷
が完了していないと判定した場合、ＣＰＵ１０１は、Ｓ６００２に処理を進め、１部の印
刷が完了したと判定した場合、ＣＰＵ１０１は、Ｓ６００４に処理を進める。
【０２０５】
　Ｓ６００４で、ＣＰＵ１０１は、ジョブの印刷設定として、ステイプルを実行するよう
設定されているか否かを判定する。ステイプルを実行するよう設定されている場合、ＣＰ
Ｕ１０１は、Ｓ６００５に処理を進め、ステイプルを実行するよう設定されていない場合
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、ＣＰＵ１０１は、Ｓ６００５の処理を実行せず、Ｓ６００６に処理を進める。Ｓ６００
５で、ＣＰＵ１０１は、画像が印刷され、束トレイ６０に蓄積されたシート束に対してス
テイプルを実行し、ステイプルされたシートを排紙トレイ２２に排紙する。
【０２０６】
　Ｓ６００６で、ＣＰＵ１０１は、印刷を完了したか否かを判定する。印刷すべき部数が
１部に設定されている場合、ＣＰＵ１０１は、１部の印刷が完了したか否かを判定し、印
刷すべき部数が複数部に設定されている場合、ＣＰＵ１０１は、設定された部数の印刷が
完了したか否かを判定する。印刷が完了していない場合、Ｓ６００２に処理を進める。一
方、印刷が完了した場合、処理を終了する。
【０２０７】
　Ｓ６００１からＳ６００７に処理を進めた場合、ＣＰＵ１０１は、印刷部１１６に、最
後のページから印刷を開始させる。
【０２０８】
　Ｓ６００８で、ＣＰＵ１０１は、１部の印刷が完了したか否かを判定する。１部の印刷
が完了していないと判定した場合、ＣＰＵ１０１は、Ｓ６００７に処理を進め、１部の印
刷が完了したと判定した場合、ＣＰＵ１０１は、Ｓ６００９に処理を進める。
【０２０９】
　Ｓ６００９で、ＣＰＵ１０１は、ジョブの印刷設定として、ステイプルを実行するよう
設定されているか否かを判定する。ステイプルを実行するよう設定されている場合、ＣＰ
Ｕ１０１は、Ｓ６０１０に処理を進め、ステイプルを実行するよう設定されていない場合
、ＣＰＵ１０１は、Ｓ６０１０の処理を実行せず、Ｓ６０１１に処理を進める。
【０２１０】
　Ｓ６０１０で、ＣＰＵ１０１は、画像が印刷され、束トレイ６０に蓄積されたシート束
に対してステイプルを実行し、ステイプルされたシートを排紙トレイ２２に排紙する。
【０２１１】
　Ｓ６０１１で、ＣＰＵ１０１は、印刷を完了したか否かを判定する。印刷すべき部数が
１部に設定されている場合、ＣＰＵ１０１は、１部の印刷が完了したか否かを判定し、印
刷すべき部数が複数部に設定されている場合、ＣＰＵ１０１は、設定された部数の印刷が
完了したか否かを判定する。印刷が完了していない場合、Ｓ６００７に処理を進める。一
方、印刷が完了した場合、処理を終了する。
【０２１２】
　以上のように、ユーザによって指定された位置にステイプル処理を行うためには、逆順
印刷が必要であっても、印刷されるシートの枚数がステイプル可能な枚数を超えたとＰＣ
５０１が判断した場合には、印刷装置１００に先頭のページから印刷を開始させる。それ
によって、出力されるシートが、ステイプルされないにも関わらず、逆順印刷のために、
印刷の開始が遅れることを防ぐことができる。
【０２１３】
　（その他の実施形態）
　上述した実施形態は、ステイプルの例で説明したが、パンチに適用しても良い。
【０２１４】
　本実施形態におけるフローチャートに示す機能は、ネットワーク又は各種記憶媒体を介
して取得したソフトウエア（プログラム）をコンピュータパソコン等の処理装置（ＣＰＵ
、プロセッサ）にて実行することでも実現できる。
【符号の説明】
【０２１５】
　１０１　ＣＰＵ
　１０２　ＲＡＭ
　１０３　ＲＯＭ
　１０４　ＨＤＤ
　１１７　後処理部
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